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2019/12 期 1Q（1-3 月）はエネルギー事業が前年同期比

21.4％増益となり全体を牽引、米中貿易摩擦が追い風に 
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 5/15発表の2019/12期1Q（1-3月）は、売上高が前年同期比10.1％減

の24.80億SGD、営業利益は同4.2％増の2.23億SGD、税引前利益が同

1.7％減の1.15億SGD、純利益が同20.8％増の9,300万SGDとなった。 

 買収した英UKPRの利益貢献やインド事業の好転、新設備の商業運転

の開始などでエネルギー事業が同21.4％の増益となり全体を牽引。 

 マックレガーCEOはインタビューで、米中貿易摩擦は同社事業の追

い風になると説明。ベトナムの電力需要増などが寄与する見込み。 

What is the news？ 

5/15発表の2019/12期1Q（1-3月）は、売上高が前年同期比10.1％減の

24.80億SGD、営業利益は同4.2％増の2.23億SGD、税引前利益が同1.7％減

の1.15億SGD、純利益が同20.8％増の9,300万SGDとなった。海洋掘削事

業でリグやフロート、洋上プラットフォームなどの売上が減少した影響

により減収となったが、エネルギー事業は増収を確保。企業買収や設備

投資などの影響により金融費用が増加し税引前利益ベースでは減益とな

ったものの、インドの火力発電事業の再編に伴う税費用の減少や英ポン

ドがシンガポールドルに対して増価したことなどで最終増益となった。 

事業別の業績は以下の通り。①エネルギー事業は売上高が前年同期比

5.4％増の15.92億SGD、純利益が同21.4％増の8,500万SGD。HSA重油の価

格上昇によりシンガポールの売上が伸びたほか、2018/12期2Qに買収し

た英UKPRも収益を押し上げた。インド事業の業績好転やミャンマー、

バングラディッシュで追加した設備が2018/12期中に商業運転を開始し

たことも寄与し増益となった。②海洋掘削事業は、売上高が同31.3％減

の8.11億SGD、純利益は収支均衡となり前年同期の200万SGDから減少。

修理やアップグレードサービスは伸びたものの、リグやフロート、洋上

プラットフォームなどの売上が減少した。リグの引き渡しを除くベース

の売上高は同27％増の6.08億SGDだった。③都市開発事業は、売上高が

100万SGDと前年同期から横ばい、純利益が同30.0％減の700万SGD。同

事業は関連会社や持分適用会社から構成されており、持分法により表記

されている。前年同期に計上した中国での土地売却益がなくなった。 

How do we view this？  

2019/12通期の会社見通しによると、海洋掘削事業は2019年も厳しい

環境が続くものの、エネルギー事業および都市開発事業は業績を伸ばす

見込み。世界経済については、貿易摩擦や金融市場の引き締まりなどの

影響により鈍化すると予想している。マックレガーCEOはThe Business 

Timesのインタビューで、進行中の米中貿易摩擦は同社事業の追い風に

なると説明。同社の中国での主な事業は上下水道および廃棄物に係るサ

ービスであるため直接影響を受けないほか、企業活動が中国からベトナ

ムにシフトすることでベトナムの電力需要が増加すると述べた。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=79.88円

事業年度 2016/12 2017/12 2018/12 2019/12F 2020/12F

売上高（百万SGD） 7,907 9,026 11,689 9,828 10,495

当期利益（百万SGD） 394 383 347 430 512

EPS（SGD） 0.20 0.19 0.17 0.24 0.27

PER（倍） 12.65 13.32 14.88 10.54 9.37

BPS（SGD） 3.30 3.32 3.36 4.09 4.33

PBR（倍） 0.77 0.76 0.75 0.62 0.58

配当（SGD） 0.08 0.05 0.04 0.06 0.08

配当利回り（%） 3.16 1.98 1.58 2.37 3.16

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.06 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 2.53

会社概要

企業データ（2019/5/21）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2019/5）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 49.46

2.DIMENSIONAL FUND ADVISORS LP 1.58

3.ブラックロック 1.49
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2019/5/17

1998年に2つの政府系コングロマリットであるSingapore

Technologies Industrial Corporation と Sembawang

Corporationの合併によって設立。最も古い前身は1963

年 に設 立 し た シンガポール 初の 商用 造船 所で ある

Jurong Shipyardである。エネルギー事業、海洋掘削事

業、都市開発事業の3事業を展開。エネルギー事業は、

12,400メガワット/日を超える発電能力のエネルギーポー

トフォリオを持ち、エネルギーバリューチェーン全体に

亘ってソリューションを提供している。また、再生可能エ

ネルギーや環境に係るソリューション、上下水道施設や

廃棄物処理なども手掛けている。シンガポールのほか東

南アジア、中国、インド、英国、その他の地域で事業を展

開。海洋掘削事業は、シンガポール証券取引所のメイン

ボードに上場している子会社Sembcorp Marineを通じて

行う。シンガポール、インドネシア、ノルウェー、英国、米

国、ブラジルに造船施設を持ち、リグやフロート、洋上プ

ラットフォームや専用船などを提供している。都市開発事

業では、ベトナム、中国、インドネシアで工業用、商業用

および住宅用の土地開発を行うほか、シンガポールなど

でマンションをはじめとする不動産の開発を行っている。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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